
事例発表

「阿品・阿品台地域で移送支援
（訪問型サービスD）が実現するまで」

廿日市市社会福祉協議会 地域福祉課 主任 酒井 良裕
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阿品台地区

阿品地区

○阿品台
・約５０年前に山を切り開い
てできた団地
・高齢化が進行
・坂道が多い（移動に課題が
生じやすい）

○阿 品
・JR、広電が電停が近く利便
性がよい。
・近年宅地開発で人口が急増
・住宅密集地は坂道も多い

○両地域
サロン活動が活発

阿品・阿品台地域の特徴①



阿品・阿品台の特徴② 廿日市高齢者ケアセンター（阿品地区）

廿日市高齢者ケアセンター ホームページより抜粋

地域支援に積極的な事業所



阿品・阿品台の特徴② 廿日市高齢者ケアセンター

就労的活動支援コーディネーター
を受託

①地域活動に積極的
（一部地域サロンとも接点あり）

②ボランティア養成のノウハウ

就労的活動支援コーディネーターとは？

SCと同様に、介護保険法に基づく地域支援事業の
一環として配置され、高齢者が自分の特性や希望
に合った活動に参加できるよう支援するもの



「西部戦略会議」で関係機関が連携（第２層域）

廿日市西部圏域（阿品・阿品台・地御前）の

生活支援体制にかかわる現状や課題を共有し、

必要な資源や人と人を繋ぐための取り組みを

協議・実行するための協議の場（月１回）

西部戦略会議（主なメンバー）

社協（SC）

地域包括支援センター

就労的活動支援コーディネーター

地域共生社会推進室

地域振興課



実現までのステップ

１．ニーズ調査

２．移送協力事業所の調整

３．運転ボランティアの発掘・登録

４．ニーズ再調査

５．移送支援にむけての最終調整

６．移送支援の実施



１．ニーズ調査

きっかけ：ケアセンターへのサロン世話人からの相談
他のサロンでも同じようなニーズがあるのでは？
→ 阿品・阿品台のサロン世話人に対してアンケート調査を実施

移送支援に関するアンケート調査

1. 調査対象：阿品・阿品台地区の介護予防を目的とした地域の通いの場や

   高齢者サロン等（23か所）

2. 調査目的：移送支援に関するニーズの把握

3. 調査内容：

① お身体や住環境、交通環境等により移動が困難な状況にある方がおられるか

② 移送支援があれば利用したいか

③ 運転ボランティアが出来そうな方がおられるか

※ アンケート紙にて実施（Web回答可） SC・包括・共生・振興・就労S

SC 就労的C 包括



１．ニーズ調査 ─ 結果

移送支援に関するアンケート調査結果

1. 回答率：15/23か所より回答（回収率65％）

2. 回答結果：

・送迎があれば参加できそうな方がおられるか → いる 6/15か所

・何人くらいおられるか → 1〜5人

・移送支援の協力を希望するか → 9/23か所

・運転に協力できそうな方が地域におられるか → 1/23か所



２．移送協力事業所の調整

移送支援に車両等の協力が得られそうな企業・事業者への協力要請

阿品・阿品台地域で、介護保険の事業を運営している医療法人、社会福祉法人、

民間企業に、本取り組みの趣旨説明と参加協力をお願い

４社に打診し、３社が可能な範囲で協力をすると回答

SC 就労的C



３．運転ボランティアの発掘・登録

運転ボランティア説明会・学習会に地元の企業の協力

• 阿品にある広島第一交通(株)阿品営業所に協力依頼

• 趣旨をご理解いただき、学習会での講師を無料で引き

受けていただいた

• 運転における留意点などについて、企業のノウハウを

提供・説明いただいた

運転ボランティに３人が登録

SC 就労的C 地域振興共生包括



４．ニーズ再調査（ヒアリング）

• 初期の調査で、移送を希望されていたサロン・百歳体操の世話人に改めて個

別にニーズ調査（ヒアリング）

• 現段階で、移送サービスを希望しそうな方がおられるか

 (訪問型サービスDの枠組みで実施すると、事業対象者又は要支援１・２の方のみが対象となる）

• 地域で運転に協力を得られそうな方がおられるか

SC



５．移送支援に向けての最終調整

• 移送支援の対象者がおられ、運転ボランティアの協力及び事業所の車両

提供が可能な個所（阿品のサロン）

⇒ 世話人と移送開始に向けてすり合わせ

• 世話人等の受け入れ確認

• 対象者への意向確認 など

⇒ これらの確認手順等について、関係機関が会議にてフローを整理

SC 就労的C 地域振興共生包括





家族を在宅介護中。毎月１回のサロン参加を楽しみにしていたが、自身の体調の低下に伴い、
サロンへの参加が困難になっていた。

６.移送支援の実施 ～事例紹介（サロン鰆浜）～



送迎とサロンでの様子

以前から、本人の状況を心配していたサロン世話人が、
「運転ボランティア」に登録。
ケアセンターの車を借り、送迎支援を開始

ご家族の介護が少し落ち着き、現在は毎週送迎を利用
してサロンに参加している。

サロンでは参加者の皆さんと体操やおしゃべりなどを
楽しまれている。

本人「坂道もあって、サロンまで行き来することが難
しい。送迎してもらえるので、またみんなとおしゃべ
りができるようになって、感謝している



移送支援が実現するまでの流れ （ニーズ調査～開始まで約１３か月）

戦略会議
(毎月)

R8.7月から
就労的Cも参加

戦略会議で協働



【実現までの工程】

１.ニーズ調査

２.移送協力事業者の調整

３.運転ボランティアの発掘・登録

４．ニーズ再調査

５.移送支援にむけた最終調整

６．移送支援の実践

西部戦略会議（共有×協働で実践）

社協（SC）
・地域の活動者の把握
（ボランティア・サロンなど）

地域包括支援センター
・高齢者世帯の個別ニーズ

就労的活動支援コーディネーター
・事業所間のネットワーク
・ボランティア養成のノウハウ

地域共生社会推進室
・行政の機関内の連携・調整

地域振興課
・自治会の状況を共有
・各種行事での情報発信、人材確保

課題対応 ～戦略会議で関係機関が「協働」して対応できた～



○西部戦略会議のようす

啓発用のチラシがあれば
なぁ…

○○会議で周知できますよ！

運転ボランティアが足りな
いな

ボランティアの内容が分かる
「手引き」が必要では？

・ボランティア講座を企画

・周知用のチラシなどの作成

・ 関係機関の間で地域についての「共通認識」ができていたこと

・ 関係者の「顔が見える関係性」ができていたこと
ポイント

移送支援が実現できたポイントは？ ～スムーズに「協働」できた理由～
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